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第２回多気町小学校統合準備委員会  

議事録【要点記録】 

１ 日時 令和６年 10 月 30 日（水） １８：30～２０：00 

 場所 多気町 BANKYO 文化会館１F 第 1 会議室 

 

２ 出席者 

委員：逵正弘委員、片倉委員、西村裕之委員、森井委員、横打委員、山中

委員、小林委員、中村委員、水谷委員、大西委員、門山委員、逵村

委員、西浦委員、逵弘樹委員、中森委員、薮谷委員、安藤委員、北

野委員、村田委員、中西委員、橋本委員、野呂委員、西村修久委

員、福井委員、明石委員    

  アドバイザー：近藤准教授、市田准教授 

多気町長：久保 行男 

事務局：多気町教育課 小林教育長 

岡井課長、安濃学校統合係長、中森指導主事、森下学校統合主任 

  受託業者：椋木、西村 

  欠席者：伊野委員、根門委員 

３ 委員会事項 

（１） 委員会の概要 

課長より多気地域小学校統合準備委員会設置条例に基づき、過半数の出席のため準備委員 

会成立とする。 

町長より開会の挨拶 

教育長より挨拶 

委員長より挨拶 

 

（２） 委員の変更について 

事務局：  委員の変更について説明（建設検討部会 未就学児保護者代表：安藤委員→

北野委員、建設検討部会 地元自治会長：大瀬委員→村田委員、地域検討部

会 未就学児保護者：北野委員→安藤委員）。【資料 1】 
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（３） 準備委員会、部会、分科会活動報告 

事務局：  多気地域小学校統合準備委員会、部会、分科会等の開催状況を説明。 

【資料 2】 

 

（４） 建設検討部会、経過報告 

部会長：   部会の経過を報告。 

事務局：  建設検討部会、分科会の意見概要を説明。【資料 3-1,-2,-3】 

准教授：  建設検討部会では委員のたくさんの思いが意見としてあがり、その中で共通

点もみられ、どのような学校にしていきたいかが浮き彫りになってきた。皆

さんご承知のとおり、全ての意見が実現するわけではないため柔軟性があり

変化に対応できる学校にしていければと考える。今後も建設検討部会で出た

意見をもとに計画をブラッシュアップしていけるように支援していきたい。 

委員：   統合小学校には学校プールを整備せず、プールの授業は民間事業者に委託す

るのか。委託する民間施設は目途が立っているのか。また、委託する場合、

統合小学校が完成するまでの間もプールの授業を民間施設に委託してはどう

か。 

事務局：  屋外に設置される学校プールは夏が暑すぎて危険なこと、教員の負担が大き

いこと、設置費用が高いことを考慮して、統合小学校では学校プールは設置

しない予定である。今年度は、勢和小学校のプールの修繕が間に合わないこ

とから、試験的に民間事業者（サンパークスイミングスクール）に委託して

プールの授業を行った。室内プールは一定の水温で安定していること、プロ

のインストラクターに指導してもらえることがメリットであり、勢和小学校

からの事後報告では、“よい取組みであったため今後も続けてほしい”という

声が挙がった。今後、民間事業者と協議を行い、町内の他の小学校について

も来年度、再来年度に民間事業者へプールの授業を委託できるよう検討して

いる。 

 

（５） 運営・地域合同検討部会、経過報告及び決定事項報告 

部会長：  運営・地域合同部会では主に 3 校統合について議論した。夏休み中に教職

員、保護者、未就学児保護者、地区別説明会に出席された地域の方々にも意

見を聞いた上で、3 回目の部会で“先行して 3 校（津田小学校、佐奈小学

校、外城田小学校）を統合する”という結論を出した。 
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事務局：  運営地域合同部会、分科会の意見概要、先行統合についての事務局の考え方

を説明。【資料 4-1,-2,-3,-4】 

准教授：  先行的に 3 校統合すべきか、という論点について、両意見が拮抗していた。

それぞれの考え方があったが、地区別説明会や教職員、保護者、未就学児保

護者、地域の方々の意見を聞いて、3 校統合するという結論となった。ただ

し、残されている先行統合の課題については今後も協議して解決策を検討し

ていきたい。 

委員：   先行統合すべきか迷ったが最終的に先行して 3 校統合することに納得した。

それは教職員、保護者、未就学児保護者、地域の方の意見を聞いたことが大

きな要因となった。今後も様々な人々の意見を聞いて検討していきたい。 

委員：   全会一致ではなく課題を克服していこうという方針で検討をした。子ども達

の環境変化への対応に関して、事務局の考え方では「教育学や医学、心理学

等の専門的な見地から意見もいただく中で、様々な機関との連携を密に取っ

ていきたい」と記載されている。町長の話によると、事業費削減が求められ

ているとのことだが、残された課題を解決するための検討に要する人件費は

削らないでほしい。 

教育長：  課題の検討に関してはしっかり予算をかけて行っていきたい。委員の皆様に

は、今後も引き続き支援をお願いしたい。 

委員長：  運営・地域合同部会の結論のとおり、先行統合するという方針でよいか。 

委員：   一同承認 

 

（６） 基本計画の進捗状況について 

CTI：       基本計画（概要版）作成の進捗状況を説明。【資料５】 

 

（７） その他 

事務局：  今後のスケジュールについて説明（各部会のおおよその開催日程等）。 

事務局：  次回の準備委員会は年度末の 2 月頃に開催予定である。 

以上 

 


